
「昴」第 5回団内コンサート開催さる！ 
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□８月 30 日（日）14：00 より、昴恒例の第 5 回団内コンサートが開催されました。ソロ独唱でエン

トリーした 22 名、デュエット演奏 1 組（2 名）、尺八演奏 1 名、そして 4 つのパート別演奏、最後

に森二三さんと近藤静さんのピアノ独奏があり、団員の参加者は全 37 名でした。また雨模様のなか

ご家族・友人知人 12 名の方々が訪問され熱心に聴いていただきました。 

 

□当日は、「戦争法案廃案」「アベ内閣退陣」の全国 100 万人、国会包囲 10 万人(主催者 12 万人発

表)の集会とデモ行進が同時刻から行われました。昴は団内コンサートを成功させることで、全国の

方々と歌で連帯のエールを送りましょうとの司会者の挨拶があり、厳しくも楽しい雰囲気の中で始

まりました。 

    

 

□第 1 部では、昴のベテラン団員が、イタリア歌曲や歌劇の中から得意の曲を表現豊かにたっぷり

と美声を響かせ、特に何年も歌い込んできたことをうかがわせる朗々とした男声の迫力に聴衆は聴

きほれ拍手を送っていました。中でも異色なのは、三谷卓さんと岡邑洋介さんのデュエット曲「若

者たち」でしょう。トップバッターとして、少年のような若々しい声と表情でホールを沸かせまし

た。 

1 部の最後には“心穏やかに”と、故木村宇山「その平和と無限の若さ」の名曲に高田さんの尺八

の音色が静かにホールに響きました。また乾さんが縁起の良い日本民謡の祝い唄「俵つみ唄」を太

鼓の音に合わせて明るい声で歌われました。 
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□休憩をはさんで、第 2 部では、引き続き 10 名のソロの演奏が続きました。冒頭、西村さんはお孫

さん（大木志麻さん）のピアノ伴奏で、北原白秋の「落葉松」を、引き続き日本歌曲の名曲がなら

びました。聴衆も聴きなれているだけに、いかに表現するかで、各ソリストは苦労している様子が

うかがわれました。 

    

ソロの演奏のあと、各パートのパート演奏が続きました。トップテナー「航路(ロシア民謡)」、セカ

ンドテナー「時には母のない子のように(黒人霊歌)」(無伴奏)、バリトン「少年時代」（詞・曲： 

井上陽水）、バス「みんなのうた」（詩・曲：原田義雄）。「パートレッスンの定着と強化、パー

トの演奏能力の向上」が昴の課題の一つになっていますが、短い練習時間の中で、各パートともそ

れぞれのパートの特徴を生かしたよくまとまった演奏の力量を発揮した発表となりました。 

    

 

最後に、2 人の専属ピアノ奏者、森二三先生が「パガニーニによる大練習曲より第 6 番「主題と変

奏」から」を、近藤静先生がショパンの「エリアン・ハープ」を演奏していただきました。時間が

ないということを理由に、本当に短い時間で無理なお願いをしましたが、見事な演奏に聴衆は大き

な拍手で応えていました。 
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男声合唱団「昴」第五回団内コンサート プログラム 

2015年８月３０日（日）14:00～ ねむかホール 

    開会のことば 司会 

1 三谷卓・岡邑洋介 若者たち（詞：藤田敏雄、 曲：佐藤 勝） P： 森 二三 

2 吉川勝彦 歌の翼に（訳詩：藤浦洸、曲：メンデルスゾーン） P： 森 二三 

3 吉田雄三 日々草（詞：星野富弘、曲：加羽沢美濃） P： 森 二三 

4 寺脇伸育 遥かなるサンタ・ルチア（イタリア歌曲） P： 森 二三 

5 岩崎和男 春の日の花と輝く（アイルランド民謡） P： 森 二三 

6 長屋敏郎 祖国を緑化しよう（オラトリオ「森の歌」より） P： 森 二三 

7 土井一正 もう飛ぶまいぞ（歌劇「フィガロの結婚」より） P： 森 二三 

8 大畠成美 さらば（イタリア歌曲） P： 森 二三 

9 奥村克美 カタリ・カタリ（イタリア歌曲） P： 森 二三 

10 伊藤 知 星は光りぬ（オペラ「トスカ」より） P： 森 二三 

11 古谷敏郎 カロ・ミオ・ベン（イタリア歌曲） P： 森 二三 

12 千秋昌弘 人知れぬ涙（オペラ『愛の妙薬』より） P： 森 二三 

13 高田和弘 ＜尺八独奏＞ その平和と無限の若さ 無伴奏 

14 乾 正明 俵つみ唄（日本民謡） 無伴奏 

    ＜休憩＞   

15 西村 勲 落葉松(詩:北原白秋  曲:平井康三郎) P： 大木志麻 

16 山本直一 ブイドイ（ミュージカル「ミス サイゴン」より） P： 近藤 静 

17 新納義夫 もしもピアノが弾けたなら（詞：阿久悠、 曲：坂田晃一） P： 近藤 静 

18 小林 誠 荒城の月（詩： 土井晩翠、曲：瀧廉太郎） P： 近藤 静 

19 立川孝信 多喜二のレクイエム（詩・曲：ケイ・シュガー） P： 近藤 静 

20 中谷清一 城ヶ島の雨（詞：北原白秋、 曲：梁田貞） P： 近藤 静 

21 若園達雄 さらば青春（詩・曲：小椋 佳） P： 近藤 静 

22 長屋正義 小諸なる古城のほとり（詞：島崎藤村、 曲：弘田龍太郎） P： 近藤 静 

23 山本 力 オー･ソレ･ミオ（イタリア歌曲） P： 近藤 静 

24 冨樫龍一 その手の中に（詩：砂入りえ、曲：安広真理） P： 近藤 静 

25 T1パート演奏 航路（ロシア歌曲） P： 近藤 静 

26 T2パート演奏 時には母のない子のように（黒人霊歌） 無伴奏 

27 Brパート演奏 少年時代（詩・曲：井上陽水） P： 森 二三 

28 Bsパート演奏 みんなのうた (詩・曲：原田義雄) P： 森 二三 

29 森 二三 
＜ピアノ独奏＞パガニーニによる大練習曲第 6番「主題

と変奏」から 
  

30 近藤 静 ＜ピアノ独奏＞ショパン：エオリアン・ハープ   

    お客様の感想   

    閉会のあいさつ 本並美徳 
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